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Z319a MeV-GeVガンマ線精密観測計画GRAINE：2023年豪州気球実験報告
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GRAINE計画では、原子核乾板を検出器としたガンマ線望遠鏡を気球に搭載することで、宇宙ガンマ線精密
観測 (MeV-GeV)を目指している。電子対生成反応を反応点の直下 (10-300µm)で測定可能なため、Fermi-LAT
と比べて一桁近く優れた角度分解能、および未達成の偏光観測の実現などが期待される。2018年の気球実験では
Velaパルサー (>80MeV)を世界最高解像度で撮像し、望遠鏡性能を実証してきた。そして、2023年 4月に科学
観測の第一歩として口径面積 2.5m2の望遠鏡 (前回実験比∼6倍)での気球実験をオーストラリアで実施した。26
時間程度のフライトに成功し、銀河中心の高解像度観測やVelaパルサーの偏光観測などに着手する予定である。
本講演では、2023年気球実験の概要とガンマ線反応解析状況、および今後のGRAINE実験の展望について報告
する。


